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どうぞ心も体も健康な一年にしてください。
新型コロナウイルス、インフルエンザウイルスに負けない健康な体づくりを目指しましょう。
みなさんの健康を心からお祈りしています。今年もどうぞよろしくお願いします。

栃木県では、年明け以降毎日1,500人～3,000人前後の新型コロナ感染者が出ています。警
戒度レベルは２です。県は、「コロナ・インフル同時流行注意報」発令中です。会話する＝
マスクする（カイワスルハマスクスル）運動実施中です。感染対策をゆるめることはできま
せん。今まで以上に各ご家庭においても、朝の健康観察(検温等)の徹底をよろしくお願いい
たします。ご心配なことがある場合には、どんなことでも学校までご連絡くださいますよう
お願いいたします。対応について一緒に考えていきます。相談先医療機関については県のホ
ームページでご確認ください。



＊楽しい一年にするために・・・心の健康について考えてみよう！！
＊うれしい気持ちは、幸せホルモンがいっぱい いやなことが続くときには、何となく体の
調子まで悪くなります。実際にストレスが続くと、胃腸障害を起こしたり、抵抗力が落ちて
かぜをひいたりします。うれしいことがあると、脳からハピネスホルモンが出て、痛みを和
らげたりからだの中で細菌が増えるのを抑えたりする働きがあるそうです。大笑いをした後、
がん細胞を攻撃する血液中のNK細胞の活性が高まっているという調査結果もあります。

・・・・・・・・・・・・・・・「笑う門には福きたる 」で、心の健康を増強しましょう！
＊家族の愛情は、元気や勇気のもと 「うちのじいちゃんがね・・・」「私のお母さんはね」

と生徒たちが話を聞かせてくれます。子どもたちの会
話から、楽しい親子のふれあいや家族のスキンシップ
を感じます。落ち込んだり、泣いたりしていたら「元
気のもと」の愛情をたっぷりかけてください。お子様
と向き合ってください。家族の愛情を感じとり、心が
安定すると少々のことにはくじけない強さがでてきま
す。また、愛情をもらって育ったお子様は、やがて親
になったとき、自分の子どもにも愛情という「元気の
もと」をあげられると思います。・・・・・・・・・

お願い ・・・・・・・・・
本格的なかぜの流行時期を前に、保護者の方にお願いです。
①欠席の連絡は朝のうちにお願いします。もし、医者に「インフルエンザ」や「感染性胃
腸炎」と診断された場合は「出席停止」となり、欠席扱いになりませんので必ずその旨
ご連絡ください。「新型コロナ感染症」も同様です。朝のうちにご連絡ください。

②学校で具合が悪くなり、早退の連絡がつかない場合があります。連絡先変更の場合は、
必ず学級担任にお知らせください。学校においては、症状がひどくなる前に早退の措置
をとる予定です。

③朝の検温・健康観察を引き続きよろしくお願いします。無理な登校は症状を悪化させ、
長引かせる原因にもなります。37℃以上の発熱がある場合、具合が悪いときは早めの休
養が大切です。登校について迷う場合には、学校までご連絡ください。

④感染症予防と脱水防止に水筒持参、そして予備のマスク持参についてご協力をよろしく
お願いします。


